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このことについて、別紙のとおり実施したので報告します。





























第８７回　全国都市問題会議 

西山　丈由 

１．成熟社会における都市の現在 

　現代の都市、とりわけ大都市をのぞいた地方圏の都市においては、都市空間

の際限のない外延的拡大と、それと並行する形での主に都市中心部における低

密度化である。いわゆる都市のスポンジ化と呼ばれる事態が生起している。都

市空間の拡大と低密度化の進行は、医療、福祉、商業サービス等の縮小、撤退

や公共施設、水道・交通インフラといった行政、公共サービス提供の非効率

化、といった目に見える弊害を引き起こす。したがって今後の都市経営にあた

っては、いかにしてそのかじ取りを担っていくかが目下の課題となっている。 

 

２．コンパクトなまちづくりが求められる歴史的な背景 

　戦後高度経済成長にともなう右肩上がりの発展に足並みをそろえるように日

本の人口は、農村から都市への移動とその集中化の傾向に拍車がかかるように

なった。都市部においては深刻な人口過剰と住宅不足の問題が顕在化するよう

になっていった。日本の人口が２０００年代後半にピークを迎え日本経済の低

迷とともに人口減少、少子高齢化によって成熟社会の到来が意識されるように

なると、都市においても徐々に空き家の問題が表面化するようになっていく。

こうした状況から都市部においてコンパクトなまちづくりが求められるように

なっている。すなわち現在の都市の様相は、成熟社会としての人口減少、少子

高齢化が到来し、その具体的な発露とも取れる都市中心部での空き家問題が発

生している一方で、郊外においては成長時代の尾を引く形での依然とした住宅

取得を目的とした外延化が継続している。こうした多様な要因が複合的に結び

つくことによって都市におけるスポンジ化、非効率化の様相にますます拍車が

かかるという悪循環が生まれている。将来にわたってこれまで当然とされてき

た生活機能を今後も身近なものとして恒久的に亨受するためにも、コンパクト

なまちづくりは喫緊の課題としてその対応が求められている。 

 

３．持続可能な都市の再編にあたっての方向性 

　持続可能なまちづくりの実現にあたっては、これまで行政主導による政策や

再開発整備などが先行し、住民の手になるまちづくり活動はあまり顧みられて

こなかった。本節で見たような多様な地域住民による活動を包摂し、行政がそ

れらのまちづくり活動を推進・支援する、住民と行政との連帯が形作られるこ

とで、より持続性のあるコンパクトな都市のかたちが拓ける可能性が高まって

いくと考えられる。


